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出町ゆかり

　

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
日
の
感
染
者
が
最
多

に
な
る
な
ど
、
感
染
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
高
槻
市
に
お
い

て
も
、
保
育
所
、
府
立
学
校
な
ど
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ
り
や
す
い
施

設
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
感
染
状
況
か
ら
み
て
も
雇
用
の
状
況
や
暮
ら
し
が
も
と
に

戻
る
ま
で
に
は
相
当
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
国
で
は
持
続
化
給
付
金

に
続
き
、
家
賃
支
援
給
付
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
高
槻
市
に
お

い
て
も
独
自
の
給
付
金
や
対
策
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
給

付
金
は
１
回
の
み
で
、
長
く
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
や
収
入
が

減
少
し
た
人
、
解
雇
さ
れ
た
人

な
ど
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
た
支

援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

国
の
第
２
次
補
正
で
の
交
付

金
を
活
用
し
、
市
と
し
て
で
き

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
以
下
の
こ
と
を
要
望
し

ま
す
。

無
症
状
者
、軽
症
者
を
把
握
す
る
た
め

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
抜
本
的
に
増
や
す
こ
と

国
は
無
症
状
者
、軽
症
者
を
把
握
す
る
た
め

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
抜
本
的
に
増
や
す
こ
と

濱
田
市
長
に
第
３
次
、第
４
次
緊
急
要
望
書
を
提
出

１
、　

保
育
所
、
小
中
学
校
な

ど
で
感
染
症
が
発
生
し
た
時

に
は
希
望
者
全
員
検
査
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
、　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
抜

本
的
に
増
や
す
こ
と
。
ク
ラ

ス
タ
ー
を
起
こ
し
や
す
く
、
重
症
化
し
や
す
い
、
介
護
な
ど
の
生

活
施
設
に
対
し
て
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

３
、　

長
期
化
に
備
え
、
保
健
所
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

４
、　
７
月
以
降
も
収
入
が
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
継
続

的
な
給
付
制
度
を
行
う
こ
と
。

５
、　

解
雇
や
給
与
な
ど
の
減
少
に
伴
う
給
付
金
を
創
設
す
る
こ

と
。

６
、　

大
学
生
の
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
学
業
を
続
け
る
た
め
の
支

援
金
を
給
付
す
る
こ
と
。

７
、　

豪
雨
災
害
に
備
え
、
避
難
所
の
確
保
と
避
難
所
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
。

８
、　

小
学
校
低
学
年
、
特
に
１
年
生
に
つい
て
は
慣
れ
な
い
学
校
生

活
で
も
あ
り
、
補
助
教
諭
か
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
。

９
、　

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
の
お
知
ら
せ
を
、
本
請
求
と一
緒

に
発
送
す
る
こ
と
。

10
、　

市
営
バス
の
運
賃
収
入
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
た
分

に
つい
て
は
、
国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
補
填
す
る
こ
と
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
を
求
め
る
要
望
書

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
を
求
め
る
要
望
書

第
４
次
緊
急
要
望
書
（
８
月
６
日
）

第
３
次
緊
急
要
望
書
（
７
月
22
日
）

　

緊
急
事
態
が
解
除
さ
れ
、Ｇ
ｏ
Ｔｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
あ

り
、
急
激
に
感
染
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
高
槻
市
で
も
、
感
染
者

は
７
月
８
日
の
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
市
の一
部
で
は
市
中
感

染
が
広
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
感
染
震
源
地
と

高
リ
ス
ク
の
施
設
への
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
限
って
以
下
の
要
望
を
い
た
し
ま
す
。

１
、　
エ
ピ
セ
ン
タ
ー
（
感
染
激
増
地
）
を
明
確
に
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
大
幅
に
増
や
し
、
隔
離
と
保
護
を
徹
底
す
る
よ
う
に
大
阪
府

と
国
に
求
め
る
こ
と
。

２
、　

病
院
・
介
護
施
設
な
ど
の
職
員
への
定
期
的
な
検
査
を
高
槻

市
で
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

３
、　

急
増
す
る
感
染
者
対
策
と
し
て
、
無
症
状
・
軽
症
、
中
等
症
、

重
症
の
感
染
者
の
受
け
入
れ
先
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

大
阪
で
は
重
症
者
が
増
え
、
医
療
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い
深

刻
な
状
態
で
す
。
日
本
共
産
党
は
「
国
は
自
治
体
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
取
組
み
を
全
力
で
支
援
し
、
コ
ロ
ナ
感
染

か
ら
国
民
の
命
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
だ
」
と
強
く
安
倍
首

相
に
要
望
し
ま
し
た
。
医
療
充
実
と
暮
ら
し
応
援
の
た
め
に

国
は
臨
時
国
会
を
早
急
に
開
い
て
対
策
を
取
る
べ
き
で
す
。

高
槻
で
も
対
策
を
強
め
る
よ
う
市
会
議
員
団
は
濱
田
市
長
に

緊
急
要
望
を
し
ま
し
た
。
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高
槻
市
の
感
染
者
は
８
月
17
日
現
在
で
１
０
５
人
で
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
若
い
人
で
無
症
状
・
軽
症
で
す
。
軽
症
・
無
症
状
の
人
を

発
見
す
る
た
め
に
検
査
数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
世
界

各
国
の
統
計
資
料
を
分
析
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ワ
ー
ル
ド

メ
ー
タ
ー
」
の
資
料
で
は
、
日
本
の
検
査
実
施
数
は
人
口
比
で
、「
２

１
５
の
国
・
地
域
中
１
５
９
位
」
こ
れ
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
や
セ
ネ
ガ
ル

な
ど
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
よ
り
低
い
レ
ベ
ル
で
す
。
世
界
各
国
の
統
計

資
料
を
分
析
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ワ
ー
ル
ド
メ
ー
タ
ー
」
の

資
料
で
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
安
倍
首
相
に
、
感
染
源
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
地
域
の
検
査
を
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

大
阪
府
会
議
員
団
、
高
槻
市
会
議
員
団
も
要
望
書
を
行
政
に
提
出

し
要
望
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
給
料
や
商
売
で
の
収
入
が
減
少
し
た
人

が
多
く
、
国
や
、
大
阪
府
、
高
槻
市
の

給
付
金
の
申
請
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

貸
し
付
け
に
続
き
、国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
減
免
の
紹
介
や
手
続
き

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
、「
市
民
都
市
委
員
会
」
で
樫
田
・
出
灰
地
域
へ
、
こ

の
間
の
雨
に
よ
る
倒
木
、
土
砂
崩
れ
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
か
ら
中
村
れ
い
子
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
灰
地
域
は
６
月
19
日
か
ら
７
月
８
日
の
間
、
14
か
所
で
倒
木
、

土
砂
崩
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
下
出
灰
と
上
出
灰
の
間
は
、
一
昨

年
の
台
風
以
来
、通
行
止
め
が
続
い
て
お
り
、今
回
も
大
幅
な
倒
木
、

土
砂
崩
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
出
灰
の
方

は
、
中
畑
ま
で

出
な
い
と
バ
ス

に
乗
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
道
も
、
危

険
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
２

年
に
わ
た
り
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
急
増

検
査
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
急
増

検
査
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

樫
田・出
灰
地
域
の
倒
木
、土
砂
撤
去
に
つ
い
て

樫
田・出
灰
地
域
の
倒
木
、土
砂
撤
去
に
つ
い
て

市
道
が
通
行
止
め
と
い
う
異
常
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
、
住
民
の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
、
議
会
全
体
と
し
て
、

市
と
も
協
力
し
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
。

倒木が広がる樫田2号線

生活に困っている方の制度

今からでもできるコロナ関係請求

●主に休業された方向け（緊急小口資金）

■対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊
急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯
■貸付上限額
・学校等の休業、個人事業主等の特例の場合、20万円以内
・そのほかの場合、10万円以内

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に、小額の
費用の貸付を行います

●家賃補助（収入と資産の制限があります）

●生活保護

●持続化給付金（国）

●家賃支援給付金（国）

離職または自営業の廃止により、経済的に困窮し、住居を喪失
した方又は住居を喪失するおそれのある方を対象に、家賃相当
分の給付金が支給されます。また、就職などの相談も受けるこ
とになります。

今年の１月以降、昨年と比較して月の収入が 50％以上減少している事
業主に１００万円の支給ができる（来年の１月１５日までに申請するこ
と）

今年の５月から、１２月において昨年月に比べて 50％以上減少してい
る月がある事業主、もしくはこの間連続した３ヶ月で平均 30％以上減
少している月がある人で家賃を支払っている人に、１月の家賃３分の２
×６ヶ月分の家賃補助をする（来年の１月１５日までに申請すること）

持ち家や車があっても１年をめどに自立する見込みがあれば受
けられます。

☎674－7767（福祉相談支援課）

中畑中畑

出灰出灰

樫田2号線・出灰川
●印災害箇所
樫田2号線・出灰川
●印→災害箇所

樫田2号線と出灰地域

社会福祉協議会

社会福祉協議会●主に失業された方等向け（総合支援資金）
生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います
■対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困
窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯
■貸付上限額
・（２人以上）月20万円以内
・（単身）月１５万円以内
貸付期間：原則３月以内
■申込先
市町村社会福祉協議会
電話：６７４-７４９６
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